
 

 

  

 

 

 

 

けんぱく・関市連携企画展 

「未来へ伝統をつなぐ －関市の文化財－」 
               を開催します 

 

 

 岐阜県博物館では、平成２９年度より博物館が立地する関市と連携し 

関市の誇るべき歴史や文化財についての展覧会を開催してきました。 

今回は、関市の仏教美術や国の重要無形民俗文化財に指定された小瀬 

鵜飼のほか、700年にわたる鍛冶を支えた「刃物のまち」の変遷、現代 

にも受け継がれる関鍛冶の技術など、関市の文化財を紹介します。 

 

１ 期間 令和６年２月３日（土）～３月２４日（日） 

９：３０～１６：３０ ※入館は１６：００まで 

２ 会場 岐阜県博物館本館４階 特別展示室 

（関市小屋名１９８９番地） 

３ 入館料 一般３４０（２８０）円、大学生１１０（５０）円、高校生以下無料  

※（  ）内は２０名以上の団体料金 

４ 休館日 毎週月曜日 祝日の場合は翌平日 

５ 主な展示物 木造菩薩坐像（臨川寺蔵） 

日竜峯寺多宝塔壁画彩色模写（文化庁蔵） 

令和５年岐阜県重要無形文化財「日本刀」保持者 尾川兼國氏の作品 

６ 問い合わせ先 岐阜県博物館（電話番号 ０５７５－２８－３１１１（代）） 

https://www.gifu-kenpaku.jp/ 

 

 

 

 

令和６年２月１日（木）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 人文係 松井絵里子 

代表  ０５７５－２８－３１１１ 

内線  ３２４ 

ＦＡＸ  ０５７５－２８－３１１０ 

中濃記者会配布資料 

 

 国重要文化財 木造菩薩坐像（臨川寺蔵） 

岐阜県博物館 検索 

開催中の企画展 「美しき鉱物の世界」 

令和６年１月20日（土）～３月17日（日） 岐阜県博物館 ４階 企画展示室 

https://www.gifu-kenpaku.jp/

